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＜ 主な内容 ＞ ( 数字はページ数 ) 
＊(会長)就任の挨拶 謝辞(5) ＊寄稿・受験前夜を読みて 
日本精神教育 南洋サイパン島たより等(35) ＊弔慰(12)  

＊卒業生指導者講習会消息(10) ＊教育春秋(10)  
＊支部消息(20) ＊思い出(20) ＊会務・会計報告 役員名簿 
寄付者芳名 友松会基本金細則 会則等(41) ＊編集後記(4) 

 
永い間会長に就いていた板谷氏から水島会長に引き継がれた

会長の挨拶を読むと、

昭和１０年の会員数

は、三千数百名と多く

なっている。 
また、師範学校の校

長の挨拶には、「師範

学校は、本年を以って

創立六十周年を迎へ、

今秋十月の中旬菊薫

る頃を卜して記念の

式典を挙行すること

となった」と記している。 
創立６０周年記念式典に続いて展覧会、慰霊祭、学芸会、映画会、講演会、大運動会等を数

日にわたって開催したと書かれている。そして、地方有志や校友から多

大な援助があったようである。 
左の一覧は、「友松会館建設費寄付者芳名」の一部だが、この他に、

創立６０周年記念の寄付、友松会奨学基金等、経済的に困難な時代にも

かかわらず種々な寄付金を集めている。 
当時の友松会の年会費は「壱円」である。寄付芳名者の金額を見ると、

少額者で「壱円五十銭」高額者になると「百円」も寄付している。現在

の額にすると大変な金額（年会費の１００倍）になる。 

「友松」の変遷 



寄稿文に「受験の前夜を読みて」

という一文がある。「今年の入学試

験の作文は『受験の前夜』と云ふの

であったが、其を読むと多くの者が

異口同音かう云ってゐる」という文

で書きだされている。 
「受験前夜は出来るだけよく眠

っておかなければいけない」「どう

しても眠れない。眠ろうと思へば思

ふほど眼が冴える」「ひとつ、ふた

つ、三つ、四つ・・・、矢張り駄目

だ。いよいよいらいらするばかりだ」

「『落付け』と云はれた、『呑んでか 
かれ』と云はれた」「母は仏壇にも神棚にも燈明をあげて黙礼するのであった。僕も真心籠めて

礼拝した」「夕飯は母の丹精の赤飯に、父の心尽しの-----僕の大すきな牛肉だ」このようなこと

を受験者の殆どが書いていたそうだ。 
そこで筆者は、「是が日本の家の相(すがた)だ。親、慈にして子、孝なる其の相は、君、仁に

して臣忠なる国の相を小さくしただけの勝れた美しい相だ。(中略) 私は、ここにも日本精神を

見る」と結んでいる。 
 

「海の生命線……南洋サイパン島便り」という題

の寄稿文だ。明治 44 年卒業の谷川儀六氏の文だが、

大変興味あるものだ。 
「忘恩是れ正に人間としての背徳の重且つ大なる

ものであります。鎌倉を巣立って茲に二十年…其の

間一日として鎌倉の地を偲び、校恩を忘れたる日と

てはありませんでした」ではじまり、「南洋サイパン

尋常高等小学校」に就任したことが書かれている。 
赴任時、児童１３０名、職員３名で、南洋群島中

で児童数が一番多い学校だったそうだ。「私的生活は

頗る呑気でありました。黒き乙姫様許りなれど亀は

居るし、漁族は多いし海は広いし、時々浦島太郎の

童話を思ひ出すような生活でありました。学校経営の方面では教科目、教授時数、其の他学則

は内地小学校と略同様なるも、(中略) 校長事務は可成り繁雑でありました」 
最後に「現在、尋常科８５０名、高等科２００名、職員２０名」と書かれている。１０年の

間に在留法人１万五千人になり、漁業・製糖・農耕等で成績をあげていたそうだ。 


